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禅
の
墨
蹟
（
恭
真
書
） 

       

仏
事
の
知
識  

 

山
号
と
は 

 

 

お
寺
に
は
山
号
と
寺
号
が
あ
る
。
当

寺
は
「
湖
彦
山
」「
広
厳
寺
」
で
す
。

福
井
県
の
大
本
山
永
平
寺
は
「
吉
祥

山
」、
神
奈
川
県
鶴
見
に
あ
る
大
本
山

總
持
寺
は
「
諸
嶽
山
」、
有
名
な
と
こ

ろ
で
は
、「
高
野
山
金
剛
峰
寺
」、「
比

叡
山
延
暦
寺
」、
浅
草
の
「
金
龍
山
浅

草
寺
」
等
で
す
。
お
寺
に
山
号
が
つ
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
国
か
ら
で
、
隋

や
唐
の
時
代
に
三
蔵
法
師
が
イ
ン
ド
か

ら
多
く
の
経
典
を
持
ち
帰
り
、
各
地
に

寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
代

の
お
寺
は
山
中
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
山
の
名
が
そ
の
ま
ま
山
号

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
お
寺
は
も
と
も

と
人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
で
修
行
者
の
道

場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
後
に
平
地

に
建
て
ら
れ
た
寺
も
修
行
の
場
、
仏
の

道
場
と
し
て
の
意
味
合
い
か
ら
、
山
号

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
湖

彦
山
」
の
由
来
は
、
四
百
年
前
、
現
在

の
寺
か
ら
柴
橋
方
面
に
向
か
っ
て
紫
雲

寺
潟
と
い
う
湖
水
で
あ
っ
た
。
御
開
山

海
應
寿
山
和
尚
が
そ
の
湖
水
に
、
寺
か

ら
望
む
櫛
形
山
脈
の
山
々
が
映
る
姿
の

美
し
さ
を
見
て
、
山
彦
の
よ
う
に
呼
べ

ば
答
え
る
様
を
思
い
「
湖
彦
山
」
と
名

付
け
ら
れ
た
。 

 

一
華
一
國
一
如
来
（
い
っ
か
い
っ
こ
く
い
ち
に
ょ
ら
い
） 

 

花
の
中
に
も
た
く
さ
ん
の
国
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
仏
さ
ま
が
世
を
救
う

た
め
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
や
観
音
さ
ま
な
ど
、
様
々
な
姿
で
現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
仏
教

の
情
景
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応
量
庵
恭
真
書 

 

 

 
 

 

お
墓
継
承
の
悩
み 

 

近
年
、
少
子
化
、
核
家
族
化
の
影
響
、

ま
た
生
涯
独
身
、
一
人
娘
が
嫁
い
で
し

ま
っ
た
、
息
子
が
い
る
が
遠
方
に
就
職

し
て
お
り
帰
っ
て
く
る
見
込
み
が
な

い
、
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
後
を
継
ぐ
子

ど
も
が
い
な
い
・
・
・
等
に
よ
り
今
ま
で

の
先
祖
代
々
の
お
墓
を
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
お
墓
の
維
持
管
理
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
、
相
談
に
来
ら
れ
る
方
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
。
対
策
を
と
ら
な
い

ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
、
い
ず
れ
「
無

縁
墓
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

       

当
寺
で
は
合
同
型
永
代
供
養
墓
「
寂

光
塔
」
を
建
立
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

入
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、
今
ま
で
の
お

墓
の
解
体
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
永
代

供
養
料
、
氏
名
板
刻
字
料
、
永
代
壇
位

牌
等
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
後
々
の

た
め
に
も
今
か
ら
将
来
の
こ
と
を
考
え

て
お
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
詳

細
は
お
寺
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 
【
お
知
ら
せ
】 

○
寄
席
（
三
遊
亭
鳳
楽
独
演
会
） 

 

十
月
四
日
（
日
）
午
後
五
時
開
演 

○
仏
教
講
演
会
（
教
区
主
催
） 

 
 

      

十
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半
～ 

 

講
師 

高
田
都
耶
子
氏 

昭
和
三
十
一
年
奈
良
市
生
れ
。
法
相
宗

管
長
、
奈
良
薬
師
寺
住
職
・
故
高
田
好

胤
師
の
長
女
。
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。 

ス
ト 

  

□
四
月
三
日
柴
橋
庵
十
一
世
徳
雲
貞
乗

尼
和
尚
の
正
当
七
回
忌
を
本
堂
に
て
厳

修
し
、
柴
橋
庵
境
内
の
お
墓
に
塔
婆
を

建
て
て
お
参
り
を
し
ま
し
た
。
令
和
五

年
に
は
十
二
世
祖
園
浄
仙
尼
和
尚
の
七

回
忌
を
迎
え
る
。 

□
お
彼
岸
前
に
各
家
位
牌
檀
の
造
花
を

一
部
（
五
十
組
）
取
替
ま
し
た
。
次
は
お

盆
前
の
予
定
で
す
。 

□
三
月
彼
岸
前
に
業
者
に
よ
り
境
内
墓

地
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
四
月
始
め
に
作
業
後
の
自
然
ゴ
ミ

の
処
理
、
除
草
剤
散
布
を
開
始
し
ま
し

た
。
お
盆
ま
で
に
は
作
業
が
ぜ
ん
ぶ
完

了
し
、
き
れ
い
な
墓
地
で
お
参
り
が
で

き
ま
す
。 

 

 

高田都耶子氏 

 

寂光塔 


